
 
 
 
政策形成システム「福井県職員政策フォーラム」の活用

福井県        

人口：821,073 人 
面積：4,189.25 ㎢ 

 
 
 

取組の概要 

庁内ネットワークシステムを活用し、全職員が所属や役職等にとらわれることなく、

自由にアイディアを出し、議論できる政策形成システム「福井県職員政策フォーラム」

を構築し、新しいアイディアを施策に反映している。 

 
 
 
 
 
 
 
取組の紹介 

1 取組の背景 

○ 所属単位で事業立案を行っていく従来型の政策形成では埋もれてしまう可能性のあ

る大胆な発想や素朴なアイディア等を積極的に活用できる仕組みが必要であるという

観点から、平成 18 年度当初から実現方法に関する検討を開始。 
○ ブログ・ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキング）等の考え方を導入した下記のよう

なシステムの概要（設計）を平成 18 年 5 月中旬に取りまとめた。 
・ 全職員が所属や役職等にとらわれることなく、自由にアイディアを出せること、

また、情報の共有が容易に可能であること。 
・ 過去に蓄積された情報も瞬時に検索できること。 
・ 既存インフラである庁内ネットワークシステムを有効活用し、必要最低限の費用

で実施できること。 
○ 平成 18 年 6 月中旬からシステム構築を開始。7 月 5 日の運用開始に至った。 

 
2 取組の具体的内容

○ 職員が、所属や役職に捉われることなく、アイディア本位で関心のある分野につい

て自由に意見を提案し、議論できる場を設定。 
 ○ 匿名での提案も可能としている。 
○ テーマ設定者で意見集約して、事業化に向けた検討を実施。費用がかかるものにつ

いては、予算化を行い、最終的に施策に反映させる。 
○ 所属単位で事業立案を行っていく従来型の政策形成では埋もれてしまう可能性のあ

る大胆な発想や素朴なアイディア等を積極的に活用。 
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○ ブログ、ＳＮＳ等の技術を応用したシステムを、職員自らが設計・構築。また、フ

リーウェア（無料ソフトウェア）等を活用し、費用をかけないシステム運用を実現。

他自治体でも類を見ない斬新な取組み。 
 
 
【「職員政策フォーラム」のシステム概要】 
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（新聞でこんな専門家の意見。 
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（こんな根拠で、こう思う） 

意見の集約

部局長ミーティング 
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職員政策フォーラム
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（例：少子化対策、恐竜王国ふくいブランドの発信） 
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テーマ設定 

テーマに対する意見 

出された意見に追加提案がなさ

れ、意見が深まっていく。 

各テーマへの意見を全て表示した場合 

各テーマへの意見をツリー表示した場合 

福井県職員政策フォーラム画面イメージ 

テーマ一覧 
最新の県政情報がここに

表示されます。 



3 取組の効果

○ 平成 18 年 7 月 5 日庁内ＬＡＮの職員ポータル上に掲載。平成 19 年 1 月末現在で約

52,000 ページビュー（アクセス）。早速、いくつかの建設的な意見が寄せられている。 
○ 特に、最近、民間会社の恐竜ゲームカードの発売や環境省の「チームマイナス 6％」

関連のグッズを開発したことが話題となったが、こうした「恐竜」を活用したブラン

ド推進の施策は、「恐竜王国ふくいのブランド発信」というテーマの中で、職員から

出てきた様々なアイディアもヒントにしながら具体化してきたものである。 
 
4 今後の課題・問題点

○ 提言された意見等を集約し施策化するための手法が統一されておらず、テーマ設定

者および所属によって扱いが異なるため、その取扱い方法について今後検討していく

必要がある。 
 
5 今後取り組む自治体に向けた助言

○ 予算をかけずに迅速に対応できることは意外に数多くあり、このような取組もその

一つであると思われる。また、匿名での意見も可能ということで、導入に際しては議

論もあったが、役職にとらわれず内容重視のフォーラムという意味では、逆に匿名性

が利点となっている。 
 
（参考）当該取組内容の関連ホームページ

http://www2.pref.fukui.jp/press/view.php?cod=9Jb80b1151914064a1       
 
 

担当部署：政策推進課 
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